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令和７年度
一般会計当初予算
一般質問（３月議会）
常任委員会Report
視察研修報告
議会クイズ
中学生会議
表紙写真ご応募
ありがとうございました

議会だよりの
表紙写真を
募集しています！
【募集期間】
令和７年９月１日発行号（予定）
締め切り７月25日
選考方法・応募上の注意等、詳しくは
北島町ホームページをご確認ください。
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７年度

予 算 109億4,000万円成立
過去最大の

令和7年度の一般会計予算は109億4,000万円となり、昨年度に比べて
13億1,000万円増で、過去最大の予算規模になっています。
今回注目事業のピックアップと常任委員会での審議内容を掲載しています。

焼却施設補修維持管理費
焼却施設補修工事や、焼却設備
機器点検整備、ごみ集積所修理
等を行います。

7,231万円

ごみの処理有料化における
検討委員会支援業務委託費 ごみ処理に伴う環境負荷の軽減

や、課題の対応などの効果につ
いての検討資料の作成や討論会
開催支援、議事録作成のための
委託費。

507万円

塵芥収集車購入費
収集車両の老朽化により修理が
増え、ごみ収集に影響があるた
め新規購入します。

850万円
塵芥収集車

ごみの有料化における検討委員会支援業務委託費は、直ちに有料化されるため
の検討委員会ではなく、近隣自治体の調査や、北島町に取り入れた場合の影響
などを話し合うための会となっています。

ごみ有料化における検討委員会に507
万円もかかっているが、委員会になぜ
500万もかかるのか？

パブリックコメントの取りまとめや人件
費にかかっている。問 答

Point

地域の衛生やまちづくりのための予算

地球温暖化対策事業費 町内の住宅や事業所への太陽光発電
設備の導入、または高効率給湯器等
の省エネ機器の設置に必要な経費に
ついて、６年間（令和６～ 11年度）
に限り、予算の範囲内で補助金を交
付します。

１億746万円

Point

6,698万7千円の国からの補助金を使
い切るのは難しいと思われるが、太陽
光発電でキロワットあたりの補助金額
を上げたらどうか？

1キロワットあたり事業者7万円、個人
5万円という金額は環境省が決めた金額
となっている。

問 答

３事業合わせて734万円北島町空き家再生促進事業補助金
（老朽危険空き家等除却支援事業）

空き家判定にて構造一般の程度、構造の腐朽又
は破損の程度及び防災上又は避難上の構造の程
度の評点の合計が100点以上であるものを右表
を基準に補助。令和7年度は４件を予定。

町費（1/4） 20万円

県費（1/4） 20万円

国費（1/2） 40万円

計 80万円

倒壊すれば接面（前面）道路を閉鎖し避難・救助
活動に支障をきたす恐れがある空き家は５分の４
以内かつ上限80万円

老朽危険空き家等除却支援事業

北島町空き家再生促進事業補助金
（空き家判定業務（利活用タイプ））

空き家バンクへの登録に向けた空き家判定士による詳細調査について、その費用の一部を補助するための補助金。

北島町空き家再生促進事業補助金
（空き家リノベーション支援事業）

移住者や空き家の利活用により地域の活性化を図るため、利活用目的のある空き家の所有者及び建物使用予定者が、
その空き家をリノベーションする工事に対する費用を補助。

町費

項目 金額補助割合

1 / 2

1 / 2

県費

国費

80万円

160万円

320万円

80万円（上限、＝町費）

計

町費

項目 金額補助割合

1 / 4

1 / 2

県費

国費

18,370円

36,740円

8,000円

18,370円

個人負担

81,480円計

飛灰棟養生コンベア破損部
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武道館の空調の使用方法は、小中学校体
育館と同じような運用方法となるのか？

小中学校体育館と同様の運用方法となり
ます。問 答

子育て・教育支援のための予算

Point

産後デイケアサービスの利用できる施設
はどこか？また、サービスだけあって、
使い勝手が悪くては意味がない。一人で
も多くの方が利用できるようにショートス
テイの方も考えてほしい。

県内の広域で契約できるように進めて
いる。予定では、県内で7カ所の施設
でサービスを利用できるように進めて
いる。

問 答

不妊治療費補助は、対象者が治療開始日
より以前に1年以上北島町に住んでいる
ことが条件となっているが、対象になるた
めには1年待たないといけない。住宅を
建てた方には支給するなどできないか。

以前行っていたこうのとり応援事業の
ときも同じような1年以上という一定
期間、本町に住んでいただける方に助
成させていただきたいということで規
定を設けている。

問 答

予算の400万円という金額の根拠は。
以前のこうのとり応援事業で、1年間に
40件程度の申請があり、参考にし40
件の上限10万円で400万円に設定した。

問 答

不妊治療助成費

202万円

ひとり親家庭等医療費助成事業費

県のひとり親家庭等医療費補助事業助成金の対
象事業が拡大されることに伴い、令和7年10月
1日以降の診療分より、保護者の通院も助成対象
となります。

北島南小学校講堂
防音機能復旧事業費

北島南小学校講堂において換気及び空
調の更新等を主体とした防音機能復旧
工事を行います。また、現有設備の長
寿命化を目的とした改修工事も合わせ
て行います。

２億4,033万円

武道館空調新設工事費 施設利用者が酷暑により活動を休止せ
ざるを得ない状況を緩和するため、剣
道場、柔道場に空調設備の新設工事を
行います。

施設利用住民の方の声を多数の議員が伺っており、空調設備設置について強く要望していましたが、
この度、ようやく実現されました！

3,821万円

北公園総合体育館
空調設備等
改修工事事業費 

当該施設は、発災時の避難所と
して指定されております。発災
時における避難者の避難所生活
環境改善を図るため、空調設備
等の改修工事を行います。

3億4,606万円

中学校、北・南小学校照明設備改修工事費 
蛍光灯の製造等が令和９年末ま
でに停止されることを踏まえ、
未改修の学校施設の照明器具を
LED照明へと改修をします。

合わせて１億959万円

通院:１レセプトにつき
自己負担1,000円
まで

入院:無料

通院:１レセプトにつき
自己負担1,000円
まで

入院:無料

通院:対象外
入院:無料

子ども

保護者
通院:１レセプトにつき

自己負担1,000円
まで

入院:無料

令和7年9月30日
までの診療分

令和7年10月1日
からの診療分

治療開始日が令和7年4月1日以降の、保険診療で実施される体外受精及び顕微授精等の生殖補助医療（男性不
妊治療を含む）に要する費用に対し助成するもの。

↑詳細はこちら

400万円

令和７年４月1日から宿泊型に加え、通院型の
産後ケア事業を開始しています。産後1年以内
のお母さんと赤ちゃんが、町が委託した医療機
関で、心身のケアや育児のサポートを行い、産
後の生活を支援する事業です。

産後ケア事業（デイサービス型）

↑詳細はこちら

122万円

医 療 機 関 利用者
負担金

乳児２人目以降
１人あたりの
利用者負担金

蕙愛レディースクリニック 3,700円 300円

祖川産婦人科クリニック 3,700円

徳島県鳴門病院 1,600円

中山産婦人科・小児科 3,500円 1,000円

阿南医療センター 1,600円 1,000円

つるぎ町立半田病院 3,700円
徳島県立三好病院 500円

※生活保護受給世帯・市町村民税非課税世帯の方は無料
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練
を
提
案
し
た
が
、
中
学

生
会
議
で
提
案
が
あ
っ
た
の
で
、

改
め
て
払
暁
訓
練
（
早
朝
）
や
薄

暮
訓
練（
日
没
後
）を
提
案
し
た
い
。

議員

　
早
朝
と
日
没
後
で
は
ど

ち
ら
が
有
望
な
時
間
帯
だ

と
考
え
る
か
。

議員

　
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

で
見
え
て
く
る
改
善
点
も

あ
る
と
思
う
の
で
、
安
全
面
に
配

慮
が
必
要
だ
が
、
自
主
防
災
組
織

の
皆
さ
ん
に
も
持
ち
か
け
検
討
を

し
て
み
た
い
。

課長

　
体
が
動
き
や
す
い
日
没

後
が
よ
い
と
考
え
る
が
、

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
導
入
を
考
え

た
い
。

課長

早朝や日没後に
防災訓練は

早
急
に
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
給
食
を

自主防災組織の
皆様と検討する板東泰史 議員

ばん  どう やす   ふみ
課長

可
能
な
範
囲
で

対
応
し
て
い
る

所
長

創
業
支
援
補
助
金
の

活
用
を
検
討
す
る

課
長

　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
令
和

10
年
度
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で

あ
る
の
は
議
会
に
も
一
端
の

責
任
が
あ
る
。

・ 

ご
み
処
理
施
設
の
進
捗
状

　
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　
条
件
の
緩
和
や
交
付
期

間
を
延
長
す
る
場
合
、
財

政
へ
の
影
響
も
大
き
く
難
し
い
と

考
え
る
。

課長

　
町
内
で
事
業
を
開
始
す

る
事
業
者
を
対
象
に
し
た

北
島
町
創
業
支
援
補
助
金
の
活
用

等
を
検
討
す
る
。
ま
た
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
事
業
者
へ
ど
う

課長

　
町
外
、
県
外
の
事
業
者

を
対
象
に
す
る
こ
と
は
検

討
で
き
な
い
か
。

議員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
提
供
が
可
能
な
事
業
者

を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
北
島
町

企
業
立
地
奨
励
条
例
の
適
用
要
件

を
見
直
す
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た

投
下
固
定
資
産
額
の
要
件
（
現
行

１
億
円
以
上
）
や
雇
用
要
件
（
50

人
以
上
）
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
提
供
を
前
提
と
し
た
場
合

に
緩
和
す
る
こ
と
は
検
討
可
能
か
。

議員

　
現
在
あ
る
施
策
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
し
て

何
か
検
討
で
き
な
い
か
。

議員

　
調
理
を
委
託
し
て
い
る

民
間
業
者
と
の
契
約
で
対

応
で
き
る
か
。

議員

　
昨
今
の
自
治
体
財
政
の

厳
し
さ
を
考
慮
す
る
と
、

新
た
な
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
、

指
定
管
理
者
か
ら
施
設
の
使
用
に

対
す
る
施
設
使
用
料
を
徴
収
す
る

仕
組
み
の
導
入
を
提
案
す
る
。

議員

　
使
用
料
を
徴
収
す
る
場

合
条
例
の
改
正
か
ら
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

課長

新
た
に
企
業
誘
致

す
る
支
援
策
を

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

梶　哲也 議員
かじ てつ　 や

更新時に向けて
研究する

課長

　
予
算
が
な
く
て
も
で
き
る

こ
と
は
あ
る
。
収
入
増
の
政

策
、
今
こ
そ
実
行
を
！

・ 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
ン
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

指定管理者から
施設使用料を

アクアプラザ

日没後の共栄橋より

オムレツが食べられない子どもも

一
般
質
問

い
っ
た
支
援
が
必
要
で
有
効
か
検
討

し
て
い
く
。

67



　
研
究
し
て
い
く
。

課長

　
該
当
す
る
子
ど
も
は
計

51
人
で
全
体
の
２
．３
％
で

あ
る
。
給
食
費
は
４
日
前
ま
で
に

申
し
出
が
あ
れ
ば
そ
の
分
は
徴
収

し
な
い
。
牛
乳
以
外
の
飲
料
提
供

は
コ
ス
ト
面
ほ
か
複
数
の
課
題
が

あ
り
、
現
段
階
で
は
難
し
い
。

所長

　
協
議
の
上
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
則
り
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

所長

　
給
食
に
つ
い
て
、
ア
レ

ル
ギ
ー
で
食
べ
ら
れ
な
い

子
ど
も
は
何
人
か
。
ア
レ
ル
ギ
ー

で
食
べ
ら
れ
な
い
場
合
、
給
食
費

は
ど
う
な
る
か
。
牛
乳
以
外
の
飲

料
を
提
供
で
き
な
い
か
。

議員

　
以
前
に
夜
間
の
防
災
訓

練
を
提
案
し
た
が
、
中
学

生
会
議
で
提
案
が
あ
っ
た
の
で
、

改
め
て
払
暁
訓
練
（
早
朝
）
や
薄

暮
訓
練（
日
没
後
）を
提
案
し
た
い
。

議員

　
早
朝
と
日
没
後
で
は
ど

ち
ら
が
有
望
な
時
間
帯
だ

と
考
え
る
か
。

議員

　
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

で
見
え
て
く
る
改
善
点
も

あ
る
と
思
う
の
で
、
安
全
面
に
配

慮
が
必
要
だ
が
、
自
主
防
災
組
織

の
皆
さ
ん
に
も
持
ち
か
け
検
討
を

し
て
み
た
い
。

課長

　
体
が
動
き
や
す
い
日
没

後
が
よ
い
と
考
え
る
が
、

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
導
入
を
考
え

た
い
。

課長

早朝や日没後に
防災訓練は

早
急
に
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
給
食
を

自主防災組織の
皆様と検討する板東泰史 議員

ばん  どう やす   ふみ
課長

可
能
な
範
囲
で

対
応
し
て
い
る

所
長

創
業
支
援
補
助
金
の

活
用
を
検
討
す
る

課
長

　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
令
和

10
年
度
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で

あ
る
の
は
議
会
に
も
一
端
の

責
任
が
あ
る
。

・ 

ご
み
処
理
施
設
の
進
捗
状

　
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　
条
件
の
緩
和
や
交
付
期

間
を
延
長
す
る
場
合
、
財

政
へ
の
影
響
も
大
き
く
難
し
い
と

考
え
る
。

課長

　
町
内
で
事
業
を
開
始
す

る
事
業
者
を
対
象
に
し
た

北
島
町
創
業
支
援
補
助
金
の
活
用

等
を
検
討
す
る
。
ま
た
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
事
業
者
へ
ど
う

課長

　
町
外
、
県
外
の
事
業
者

を
対
象
に
す
る
こ
と
は
検

討
で
き
な
い
か
。

議員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
提
供
が
可
能
な
事
業
者

を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
北
島
町

企
業
立
地
奨
励
条
例
の
適
用
要
件

を
見
直
す
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た

投
下
固
定
資
産
額
の
要
件
（
現
行

１
億
円
以
上
）
や
雇
用
要
件
（
50

人
以
上
）
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
提
供
を
前
提
と
し
た
場
合

に
緩
和
す
る
こ
と
は
検
討
可
能
か
。

議員

　
現
在
あ
る
施
策
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
し
て

何
か
検
討
で
き
な
い
か
。

議員

　
調
理
を
委
託
し
て
い
る

民
間
業
者
と
の
契
約
で
対

応
で
き
る
か
。

議員

　
昨
今
の
自
治
体
財
政
の

厳
し
さ
を
考
慮
す
る
と
、

新
た
な
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
、

指
定
管
理
者
か
ら
施
設
の
使
用
に

対
す
る
施
設
使
用
料
を
徴
収
す
る

仕
組
み
の
導
入
を
提
案
す
る
。

議員

　
使
用
料
を
徴
収
す
る
場

合
条
例
の
改
正
か
ら
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

課長

新
た
に
企
業
誘
致

す
る
支
援
策
を

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

梶　哲也 議員
かじ てつ　 や

更新時に向けて
研究する

課長

　
予
算
が
な
く
て
も
で
き
る

こ
と
は
あ
る
。
収
入
増
の
政

策
、
今
こ
そ
実
行
を
！

・ 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
ン
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

指定管理者から
施設使用料を

アクアプラザ

日没後の共栄橋より

オムレツが食べられない子どもも

一
般
質
問

い
っ
た
支
援
が
必
要
で
有
効
か
検
討

し
て
い
く
。
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中
型
の
バ
イ
オ
式
生
ゴ

ミ
処
理
機
を
導
入
し
て
い

る
行
政
が
あ
る
。
給
食
を
作
る
際

に
出
る
生
ゴ
ミ
を
処
理
し
た
り
、

災
害
時
に
は
水
に
溶
け
る
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
使
え
ば
糞
尿
な
ど
の
処
理

に
も
活
用
で
き
る
。
ま
た
、
処
理

後
に
で
き
た
堆
肥
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

議員

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士

の
先
生
方
が
、
知
識
や
技
術
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
は
他
の
市
町
村
へ
の

視
察
は
予
定
し
て
な
い
。
必
要

が
あ
れ
ば
、
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

所長

　
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題

は
重
要
で
あ
る
。
費
用
対

効
果
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

課長

　
今
後
、
今
以
上
に
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
で
き
る
よ
う

に
他
の
自
治
体
に
勉
強
し
に
行
っ

た
り
、
情
報
を
得
る
こ
と
は
し
て

い
る
の
か
。

議員

　
除
去
食
や
代
替
食
、
お

弁
当
持
参
で
対
応
し
て
い

る
が
代
替
食
の
例
は
？

議員

　
代
替
に
な
る
と
量
に
差

が
あ
る
と
思
う
が
な
ぜ
そ

の
代
替
食
に
な
る
の
か
。

議員

　
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
ト

マ
ト
ミ
ー
ト
オ
ム
レ
ツ
を

さ
つ
ま
い
も
チ
ッ
プ
ス
に
。
卵
と

乳
製
品
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
お
米
の

タ
ル
ト
を
お
米
の
バ
バ
ロ
ア
に
替

え
て
提
供
し
て
い
る
。

所長

　
価
格
面
な
ど
の
理
由
も

あ
っ
た
り
す
る
が
、
一
番

大
事
な
事
は
子
ど
も
の
安
全
な
代

替
食
の
提
供
を
考
え
て
い
る
。

所長

学校給食の
アレルギー対応は

０
〜
２
歳
児
の

保
育
料
を
無
償
化
に

除去食や代替食、
弁当持参で対応

所長

県
の
補
助
基
準
に

基
づ
き
実
施
し
た
い

課
長災

害
時
な
ど
活
躍
す
る

ゴ
ミ
処
理
機
を

費
用
対
効
果
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い

課
長

令
和
６
年
度
事
故
件
数
　

死
亡
０
件
　
重
傷
５
件

軽
傷
37
件

課
長

　
給
食
に
お
い
て
安
心
・
安

全
が
一
番
で
あ
る
が
、
今
以

上
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

・ 

保
育
料
無
償
化
に
対
し

　
て
本
町
の
対
応
は

・ 

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

　
法
に
お
け
る
農
業
者
の
み

　
ど
り
認
定
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　
県
が
本
年
９
月
か
ら
の

開
始
を
目
指
す
０
〜
２
歳

児
の
保
育
料
無
償
化
に
お
い
て
、

本
町
で
も
県
と
連
携
を
図
り
補
助

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

議員

　
令
和
６
年
度
か
ら
第
一

子
の
年
齢
制
限
を
18
歳
ま

で
拡
充
し
、
同
時
入
所
要
件
を
撤

廃
し
た
こ
と
で
第
二
子
が
半
額
助

成
と
な
っ
た
が
、
９
月
以
降
こ
の

制
度
は
残
す
の
か
。

議員

　
令
和
７
年
度
か
ら
県
が

行
う
予
定
と
す
る
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
と
連
携
し
、
当
町

で
も
助
成
事
業
を
再
開
し
て
は
ど

う
か
。

議員

　
年
齢
制
限
で
保
険
適
用

外
と
な
る
方
へ
の
本
町
独
自

の
支
援
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

議員

　
県
の
補
助
基
準
に
基
づ

き
、
令
和
７
年
４
月
以
降

に
開
始
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に

対
し
、
治
療
１
回
に
要
し
た
自
己

課長

自
の
事
業
を
既
に
行
っ
て
い
る
他

市
町
村
を
調
査
研
究
す
る
。

　
ま
ず
は
県
の
補
助
基
準

に
基
づ
き
開
始
し
、
町
独

課長

　
県
の
補
助
基
準
に
基
づ

き
、
令
和
７
年
９
月
か
ら

世
帯
年
収
約
６
４
０
万
円
未
満
を

対
象
に
０
〜
２
歳
児
の
保
育
料

課長

　
現
行
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
に
関

係
な
く
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

課長

保険適用後の
本人負担額に
助成

課長

　
子
育
て
支
援
は
未
来
へ
の

投
資
。持
続
的
な
発
展
へ
と
期

待
し
た
い
。

・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

　
期
接
種
化
に
つ
い
て

・ 

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

不妊治療費の
助成事業再開を！

　
令
和
６
年
度
は
42
件
発

生
し
た
。
主
な
原
因
は
前

方
不
注
意
や
安
全
不
確
認
が
挙
げ

ら
れ
る
。

課長

　
堤
防
上
の
道
路
の
拡
幅

は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

町
が
国
と
協
議
を
行
い
施
工
す
る
。

課長

　
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
江
尻
交
差
点
で
昨

年
か
ら
立
て
続
け
に
４
件
も
発
生

し
た
。
原
因
究
明
と
安
全
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
渋
滞
解
消

の
一
環
と
し
て
、
河
川
堤
防
道
路

の
改
良
を
し
て
は
ど
う
か
。

議員

　
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。北
島
町
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
す
る
囲
い
は
何
セ
ッ
ト
あ
る

か
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
把
握
と

障
が
い
者
の
避
難
場
所
は
あ
る
か
。

議員

災
し
て
使
用
で
き
な
い
。
軽
四
ト

イ
レ
カ
ー
は
水
洗
で
、
補
助
率
も

よ
い
。
導
入
し
て
は
。

　
被
災
し
て
困
る
の
が
ト

イ
レ
だ
。
被
災
地
の
現
状

を
見
る
と
、
水
道
や
下
水
道
が
被

議員

　
現
在
身
体
障
害
者
手
帳

所
有
者
は
７
３
２
名
、
療

育
手
帳
所
持
者
は
２
０
０
名
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

は
１
９
４
名
。

課長

　
避
難
所
に
は
ト
イ
レ
の

台
数
が
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

課長

　
福
祉
避
難
所
は
４
施
設

で
、
主
に
高
齢
者
対
応
。

知
的
・
精
神
障
が
い
者
の
方
は
民

間
事
業
者
と
協
議
し
福
祉
避
難
所

の
登
録
に
努
め
る
。

課長

軽四トイレカーの導入を
補助率70％

交
通
渋
滞
と
事
故

多
発
道
路
改
良
を

増谷禎通 議員
ます  たに さだ  ゆき

動向を見ながら
検討する

課長

　
最
近
宅
地
化
が
進
ん
で
、

朝
夕
に
渋
滞
が
増
え
た
。

　
道
路
改
良
を
見
直
す
時
期

に
き
て
い
る
な
あ
ー
。

・ 

町
公
用
車
の
削
減
計
画
問

　
題
に
つ
い
て

・ 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
問
題
に
つ

　
い
て

・ 

高
齢
者
福
祉
問
題
に
つ
い
て

・ 

清
掃
事
業
問
題
に
つ
い
て

・ 

子
育
て
支
援
問
題
に
つ
い
て

・ 

防
災
問
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

軽四　トイレカー

佐々木紀子 議員
さ      さ      き のり　 こ

負
担
額
に
つ
い
て
10
万
円
を
限
度

に
助
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

無
償
化
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

夷谷大輔 議員
えびす   や だい   すけ

で
き
る
よ

う
検
討
し

て
ほ
し
い
。

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
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中
型
の
バ
イ
オ
式
生
ゴ

ミ
処
理
機
を
導
入
し
て
い

る
行
政
が
あ
る
。
給
食
を
作
る
際

に
出
る
生
ゴ
ミ
を
処
理
し
た
り
、

災
害
時
に
は
水
に
溶
け
る
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
使
え
ば
糞
尿
な
ど
の
処
理

に
も
活
用
で
き
る
。
ま
た
、
処
理

後
に
で
き
た
堆
肥
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

議員

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士

の
先
生
方
が
、
知
識
や
技
術
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
は
他
の
市
町
村
へ
の

視
察
は
予
定
し
て
な
い
。
必
要

が
あ
れ
ば
、
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

所長

　
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題

は
重
要
で
あ
る
。
費
用
対

効
果
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

課長

　
今
後
、
今
以
上
に
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
で
き
る
よ
う

に
他
の
自
治
体
に
勉
強
し
に
行
っ

た
り
、
情
報
を
得
る
こ
と
は
し
て

い
る
の
か
。

議員

　
除
去
食
や
代
替
食
、
お

弁
当
持
参
で
対
応
し
て
い

る
が
代
替
食
の
例
は
？

議員

　
代
替
に
な
る
と
量
に
差

が
あ
る
と
思
う
が
な
ぜ
そ

の
代
替
食
に
な
る
の
か
。

議員

　
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
ト

マ
ト
ミ
ー
ト
オ
ム
レ
ツ
を

さ
つ
ま
い
も
チ
ッ
プ
ス
に
。
卵
と

乳
製
品
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
お
米
の

タ
ル
ト
を
お
米
の
バ
バ
ロ
ア
に
替

え
て
提
供
し
て
い
る
。

所長

　
価
格
面
な
ど
の
理
由
も

あ
っ
た
り
す
る
が
、
一
番

大
事
な
事
は
子
ど
も
の
安
全
な
代

替
食
の
提
供
を
考
え
て
い
る
。

所長

学校給食の
アレルギー対応は

０
〜
２
歳
児
の

保
育
料
を
無
償
化
に

除去食や代替食、
弁当持参で対応

所長

県
の
補
助
基
準
に

基
づ
き
実
施
し
た
い

課
長災

害
時
な
ど
活
躍
す
る

ゴ
ミ
処
理
機
を

費
用
対
効
果
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い

課
長

令
和
６
年
度
事
故
件
数
　

死
亡
０
件
　
重
傷
５
件

軽
傷
37
件

課
長

　
給
食
に
お
い
て
安
心
・
安

全
が
一
番
で
あ
る
が
、
今
以

上
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

・ 

保
育
料
無
償
化
に
対
し

　
て
本
町
の
対
応
は

・ 

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

　
法
に
お
け
る
農
業
者
の
み

　
ど
り
認
定
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　
県
が
本
年
９
月
か
ら
の

開
始
を
目
指
す
０
〜
２
歳

児
の
保
育
料
無
償
化
に
お
い
て
、

本
町
で
も
県
と
連
携
を
図
り
補
助

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

議員

　
令
和
６
年
度
か
ら
第
一

子
の
年
齢
制
限
を
18
歳
ま

で
拡
充
し
、
同
時
入
所
要
件
を
撤

廃
し
た
こ
と
で
第
二
子
が
半
額
助

成
と
な
っ
た
が
、
９
月
以
降
こ
の

制
度
は
残
す
の
か
。

議員

　
令
和
７
年
度
か
ら
県
が

行
う
予
定
と
す
る
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
と
連
携
し
、
当
町

で
も
助
成
事
業
を
再
開
し
て
は
ど

う
か
。

議員

　
年
齢
制
限
で
保
険
適
用

外
と
な
る
方
へ
の
本
町
独
自

の
支
援
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

議員

　
県
の
補
助
基
準
に
基
づ

き
、
令
和
７
年
４
月
以
降

に
開
始
さ
れ
た
生
殖
補
助
医
療
に

対
し
、
治
療
１
回
に
要
し
た
自
己

課長

自
の
事
業
を
既
に
行
っ
て
い
る
他

市
町
村
を
調
査
研
究
す
る
。

　
ま
ず
は
県
の
補
助
基
準

に
基
づ
き
開
始
し
、
町
独

課長

　
県
の
補
助
基
準
に
基
づ

き
、
令
和
７
年
９
月
か
ら

世
帯
年
収
約
６
４
０
万
円
未
満
を

対
象
に
０
〜
２
歳
児
の
保
育
料

課長

　
現
行
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
に
関

係
な
く
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

課長

保険適用後の
本人負担額に
助成

課長

　
子
育
て
支
援
は
未
来
へ
の

投
資
。持
続
的
な
発
展
へ
と
期

待
し
た
い
。

・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

　
期
接
種
化
に
つ
い
て

・ 

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

不妊治療費の
助成事業再開を！

　
令
和
６
年
度
は
42
件
発

生
し
た
。
主
な
原
因
は
前

方
不
注
意
や
安
全
不
確
認
が
挙
げ

ら
れ
る
。

課長

　
堤
防
上
の
道
路
の
拡
幅

は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

町
が
国
と
協
議
を
行
い
施
工
す
る
。

課長

　
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
江
尻
交
差
点
で
昨

年
か
ら
立
て
続
け
に
４
件
も
発
生

し
た
。
原
因
究
明
と
安
全
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
渋
滞
解
消

の
一
環
と
し
て
、
河
川
堤
防
道
路

の
改
良
を
し
て
は
ど
う
か
。

議員

　
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。北
島
町
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
す
る
囲
い
は
何
セ
ッ
ト
あ
る

か
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
把
握
と

障
が
い
者
の
避
難
場
所
は
あ
る
か
。

議員

災
し
て
使
用
で
き
な
い
。
軽
四
ト

イ
レ
カ
ー
は
水
洗
で
、
補
助
率
も

よ
い
。
導
入
し
て
は
。

　
被
災
し
て
困
る
の
が
ト

イ
レ
だ
。
被
災
地
の
現
状

を
見
る
と
、
水
道
や
下
水
道
が
被

議員

　
現
在
身
体
障
害
者
手
帳

所
有
者
は
７
３
２
名
、
療

育
手
帳
所
持
者
は
２
０
０
名
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

は
１
９
４
名
。

課長

　
避
難
所
に
は
ト
イ
レ
の

台
数
が
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

課長

　
福
祉
避
難
所
は
４
施
設

で
、
主
に
高
齢
者
対
応
。

知
的
・
精
神
障
が
い
者
の
方
は
民

間
事
業
者
と
協
議
し
福
祉
避
難
所

の
登
録
に
努
め
る
。

課長

軽四トイレカーの導入を
補助率70％

交
通
渋
滞
と
事
故

多
発
道
路
改
良
を

増谷禎通 議員
ます  たに さだ  ゆき

動向を見ながら
検討する

課長

　
最
近
宅
地
化
が
進
ん
で
、

朝
夕
に
渋
滞
が
増
え
た
。

　
道
路
改
良
を
見
直
す
時
期

に
き
て
い
る
な
あ
ー
。

・ 

町
公
用
車
の
削
減
計
画
問

　
題
に
つ
い
て

・ 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
問
題
に
つ

　
い
て

・ 

高
齢
者
福
祉
問
題
に
つ
い
て

・ 

清
掃
事
業
問
題
に
つ
い
て

・ 

子
育
て
支
援
問
題
に
つ
い
て

・ 

防
災
問
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

軽四　トイレカー

佐々木紀子 議員
さ      さ      き のり　 こ

負
担
額
に
つ
い
て
10
万
円
を
限
度

に
助
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

無
償
化
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

夷谷大輔 議員
えびす   や だい   すけ

で
き
る
よ

う
検
討
し

て
ほ
し
い
。

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
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使
途
を
含
め
た
寄
附

額
増
額
に
努
め
る

課
長

　
今
後
も
継
続
を
実
施
し

た
い
。
動
物
の
保
護
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
募
集
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

課長

額
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
等
検
討
し
令
和

７
年
度
も
実
施
す
る
予
定
。

　
目
標
金
額
を
大
き
く
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。
増

課長

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
に
関
し

て
は
、
多
く
の
寄
附
が
あ
り
事
業

を
遂
行
で
き
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

継
続
実
施
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、

エ
サ
代
の
補
助
も
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

議員

　
中
学
生
国
際
交
流
事
業

の
継
続
を
目
的
と
し
た
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
が
思
う
よ

う
な
結
果
は
出
て
い
な
い
。
も
う

少
し
工
夫
を
凝
ら
し
今
後
も
継
続

し
て
い
く
べ
き
。

議員

　
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
目

標
金
額
は
。
今
後
の
展
望

も
含
め
た
計
画
は
。

議員

　
担
当
者
（
関
係
す
る
担

当
課
）
や
町
長
も
含
め
て
、

先
進
自
治
体
へ
の
視
察
を
実
施
し

見
識
を
深
め
る
べ
き
。

議員

な
い
。
町
長
を
筆
頭
に
オ
ー
ル
北

島
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

い
い
イ
ン
プ
ッ
ト
が
な
け

れ
ば
い
い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
で
き

議員

　
新
た
な
特
産
品
の
開
発

も
検
討
し
、
令
和
８
年
度

に
は
１
億
円
達
成
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

課長

　
見
識
を
深
め
る
こ
と
は

重
要
。
今
後
、
先
進
自
治

体
へ
の
職
員
等
の
視
察
を
検
討

す
る
。

課長

ふるさと納税業務に
本腰を

有
効
的
な
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
行
政
が
稼
ぐ
方
法
は
限
ら

れ
て
い
る
。
稼
ぐ
と
い
う
意

識
を
強
く
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

松田亮平 議員
まつ　 だ りょう へい

特産品の開発を
検討したい

課長

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

　
徳
島
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
は
、
保
険

料
水
準
の
統
一
に
向
け
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
、

県
内
の
納
付
金
ベ
ー
ス
の
統
一
を
目
指
す
。
こ
の

た
め
、
基
準
と
す
る
標
準
保
険
税
率
の
算
定
方
法

を
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
に
し
、

資
産
割
を
廃
止
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
10 

号  

北
島
町
国
民
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
避
難
所
等
資
機
材
購
入
費 
４
７
１
１
万
円

議
案
第
17 

号  
令
和
６
年
度
北
島
町

一
般
会
計
補
正
予
算 （
第
11
号
）

　
国
の
２
分
の

１
の
補
助
で
物

資
を
購
入
す
る
。

内
容
は
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、
簡

易
ベ
ッ
ド
、
蓄

電
池
、
発
電
機

衛
星
電
話
、
物

置
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

議
案
第
20
号
　
令
和
７
年
度
北
島
町
一
般
会
計
予
算

議
案
第
25
号
　
令
和
７
年
度
北
島
町

公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算

●
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
　 

　
　
６
４
５
万
８
千
円

　
令
和
７
年
度
よ
り
新
設
の
補
助
金
は
廃
止
し
、
住
宅
耐
震
改

修
時
に
合
わ
せ
て
浄
化
槽
転
換
を
行
う
場
合
、
５
万
円
の
補
助

が
つ
く
。

第１回定例会委員会Report令和７年

　
　
新
設
の
補
助
金
は
残
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
問
い
合
わ
せ
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
業
者
か
ら
の
確
認
は
あ
っ
た
が
個
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
案
第
15
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
20
号
　
令
和
７
年
度
北
島
町
一
般
会
計
予
算

●
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

５
３
５
８
万
２
千
円

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
よ
り
、
生
活
者
支
援
と
し
て
、
水
道
基
本
料

金
と
メ
ー
タ
ー
の
口
径
に
よ
る
メ
ー
ト
ル
使
用
量

を
令
和
７
年
４
月
か
ら
４
ヶ
月
間
減
額
す
る
。

議
案
第
20
号  

令
和
７
年
度
北
島
町

一
般
会
計
予
算

　
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
　
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館
ほ
か
７
施
設
に
つ
い
て
一
般
財
団
法

人
北
島
町
労
働
者
福
祉
協
会
を
指
定
管
理
者
に
指
名
し
た
く
、

議
決
を
求
め
る
。

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
管
理
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

５
０
１
２
万
１
千
円

　
主
に
空
調
設
備
改
修
工
事
に
充
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
集
中

一
括
管
理
を
し
て
い
た
が
、
各
部
屋
へ
機
器
を
設
置
す
る
。
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
充
当
す
る
。

●
老
人
憩
の
家
改
築
工
事
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

３
０
７
８
万
６
千
円

　
老
朽
化
に
よ
り
耐
震
性
が
低
く
な
り
、
地
元
住
民
の
使
用

頻
度
も
高
い
こ
と
か
ら
、
栄
通
り
老
人
憩
の
家
の
改
築
工
事

を
行
う
。

　
　
町
内
に
あ
る
憩
の
家
は
他
の
市
町
村
に
比
べ
て
、
多

い
と
思
う
。
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
全
体
的
に
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
使
用
頻
度
を
見
な
が
ら
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
施
設
運
営
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
指
定
管
理
を
任
せ
る
こ
と
に
否
定
的
で
は
な
い
が
、

町
か
ら
の
予
算
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
業
務
の
効
率
化
等
、
工
夫
し
て
い
た
だ
く
よ
う
提
案
し
て

い
く
。

●
保
育
所
施
設
管
理
費
　
　 

　   

１
３
８
９
万
８
千
円

　
主
に
調
理
室
床
の
塗
装
改
修
工

事
や
配
膳
棚
の
修
繕
、
駐
車
場
及

び
敷
地
舗
装
工
事
な
ど
。

　
　
毎
年
行
う
指
導
監
査
は
、
ど

こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
。

　
　
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
か

ら
監
査
が
入
り
、
こ
の
度
の

修
繕
箇
所
を
指
摘
さ
れ
た
。

●
き
た
じ
ま
る
し
ぇ
補
助
金
　
　 

　      

３
０
０
万
円

　
今
年
度
は
５
月
、
８
月
、
10
月
の
計
３
回
の
開
催
を
予
定
。

　
　
補
助
金
の
詳
細
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
出
演
者
へ
の
謝
礼
、
保
険
、
警
備
員
、
テ
ン
ト
や
パ
イ
プ

椅
子
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
費
用
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

●
ひ
ょ
う
た
ん
夏
祭
り
補
助
金
　
　
　    

４
０
０
万
円

　
　
花
火
の
数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
慰
霊
花
火
や

色
々
な
お
祝
い
の
花
火
な
ど
、
個
人
か
ら
募
集
し
て
上
げ

る
の
は
ど
う
か
。

　
　
実
行
委
員
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
で
も
い
い
か
ら

増
や
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。
花

火
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
く
。

●
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
下
水
処
理
場
解
体
に
伴
う
測
量
調
査
設
計

　
　
　
　
　  

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　 

５
千
万
円

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
と
も

な
い
不
用
と
な
る
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
下
水
処
理
場
の
解
体
に
係

る
調
査
・
設
計
を
行
う
。

　
　
跡
地
利
用
法
な
ど
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い

な
い
が
今
後
、
検
討
し
て

い
く
。

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
下
水
処
理
場

調
理
室
の
床

防
災
用
品（
例
）
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使
途
を
含
め
た
寄
附

額
増
額
に
努
め
る

課
長

　
今
後
も
継
続
を
実
施
し

た
い
。
動
物
の
保
護
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
募
集
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

課長

額
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
等
検
討
し
令
和

７
年
度
も
実
施
す
る
予
定
。

　
目
標
金
額
を
大
き
く
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。
増

課長

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
に
関
し

て
は
、
多
く
の
寄
附
が
あ
り
事
業

を
遂
行
で
き
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

継
続
実
施
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、

エ
サ
代
の
補
助
も
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

議員

　
中
学
生
国
際
交
流
事
業

の
継
続
を
目
的
と
し
た
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
が
思
う
よ

う
な
結
果
は
出
て
い
な
い
。
も
う

少
し
工
夫
を
凝
ら
し
今
後
も
継
続

し
て
い
く
べ
き
。

議員

　
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
目

標
金
額
は
。
今
後
の
展
望

も
含
め
た
計
画
は
。

議員

　
担
当
者
（
関
係
す
る
担

当
課
）
や
町
長
も
含
め
て
、

先
進
自
治
体
へ
の
視
察
を
実
施
し

見
識
を
深
め
る
べ
き
。

議員

な
い
。
町
長
を
筆
頭
に
オ
ー
ル
北

島
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

い
い
イ
ン
プ
ッ
ト
が
な
け

れ
ば
い
い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
で
き

議員

　
新
た
な
特
産
品
の
開
発

も
検
討
し
、
令
和
８
年
度

に
は
１
億
円
達
成
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

課長

　
見
識
を
深
め
る
こ
と
は

重
要
。
今
後
、
先
進
自
治

体
へ
の
職
員
等
の
視
察
を
検
討

す
る
。

課長

ふるさと納税業務に
本腰を

有
効
的
な
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
行
政
が
稼
ぐ
方
法
は
限
ら

れ
て
い
る
。
稼
ぐ
と
い
う
意

識
を
強
く
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

松田亮平 議員
まつ　 だ りょう へい

特産品の開発を
検討したい

課長

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

　
徳
島
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
で
は
、
保
険

料
水
準
の
統
一
に
向
け
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
、

県
内
の
納
付
金
ベ
ー
ス
の
統
一
を
目
指
す
。
こ
の

た
め
、
基
準
と
す
る
標
準
保
険
税
率
の
算
定
方
法

を
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
に
し
、

資
産
割
を
廃
止
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
10 

号  

北
島
町
国
民
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
避
難
所
等
資
機
材
購
入
費 

４
７
１
１
万
円

議
案
第
17 

号  

令
和
６
年
度
北
島
町

一
般
会
計
補
正
予
算 （
第
11
号
）

　
国
の
２
分
の

１
の
補
助
で
物

資
を
購
入
す
る
。

内
容
は
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、
簡

易
ベ
ッ
ド
、
蓄

電
池
、
発
電
機

衛
星
電
話
、
物

置
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

議
案
第
20
号
　
令
和
７
年
度
北
島
町
一
般
会
計
予
算

議
案
第
25
号
　
令
和
７
年
度
北
島
町

公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算

●
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
　 

　
　
６
４
５
万
８
千
円

　
令
和
７
年
度
よ
り
新
設
の
補
助
金
は
廃
止
し
、
住
宅
耐
震
改

修
時
に
合
わ
せ
て
浄
化
槽
転
換
を
行
う
場
合
、
５
万
円
の
補
助

が
つ
く
。

第１回定例会委員会Report令和７年

　
　
新
設
の
補
助
金
は
残
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
問
い
合
わ
せ
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
業
者
か
ら
の
確
認
は
あ
っ
た
が
個
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
案
第
15
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
20
号
　
令
和
７
年
度
北
島
町
一
般
会
計
予
算

●
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

５
３
５
８
万
２
千
円

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
よ
り
、
生
活
者
支
援
と
し
て
、
水
道
基
本
料

金
と
メ
ー
タ
ー
の
口
径
に
よ
る
メ
ー
ト
ル
使
用
量

を
令
和
７
年
４
月
か
ら
４
ヶ
月
間
減
額
す
る
。

議
案
第
20
号  

令
和
７
年
度
北
島
町

一
般
会
計
予
算

　
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
　
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館
ほ
か
７
施
設
に
つ
い
て
一
般
財
団
法

人
北
島
町
労
働
者
福
祉
協
会
を
指
定
管
理
者
に
指
名
し
た
く
、

議
決
を
求
め
る
。

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
管
理
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

５
０
１
２
万
１
千
円

　
主
に
空
調
設
備
改
修
工
事
に
充
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
集
中

一
括
管
理
を
し
て
い
た
が
、
各
部
屋
へ
機
器
を
設
置
す
る
。
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
充
当
す
る
。

●
老
人
憩
の
家
改
築
工
事
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

３
０
７
８
万
６
千
円

　
老
朽
化
に
よ
り
耐
震
性
が
低
く
な
り
、
地
元
住
民
の
使
用

頻
度
も
高
い
こ
と
か
ら
、
栄
通
り
老
人
憩
の
家
の
改
築
工
事

を
行
う
。

　
　
町
内
に
あ
る
憩
の
家
は
他
の
市
町
村
に
比
べ
て
、
多

い
と
思
う
。
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
全
体
的
に
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
使
用
頻
度
を
見
な
が
ら
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
施
設
運
営
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
指
定
管
理
を
任
せ
る
こ
と
に
否
定
的
で
は
な
い
が
、

町
か
ら
の
予
算
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
業
務
の
効
率
化
等
、
工
夫
し
て
い
た
だ
く
よ
う
提
案
し
て

い
く
。

●
保
育
所
施
設
管
理
費
　
　 

　   

１
３
８
９
万
８
千
円

　
主
に
調
理
室
床
の
塗
装
改
修
工

事
や
配
膳
棚
の
修
繕
、
駐
車
場
及

び
敷
地
舗
装
工
事
な
ど
。

　
　
毎
年
行
う
指
導
監
査
は
、
ど

こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
。

　
　
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
か

ら
監
査
が
入
り
、
こ
の
度
の

修
繕
箇
所
を
指
摘
さ
れ
た
。

●
き
た
じ
ま
る
し
ぇ
補
助
金
　
　 

　      

３
０
０
万
円

　
今
年
度
は
５
月
、
８
月
、
10
月
の
計
３
回
の
開
催
を
予
定
。

　
　
補
助
金
の
詳
細
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
出
演
者
へ
の
謝
礼
、
保
険
、
警
備
員
、
テ
ン
ト
や
パ
イ
プ

椅
子
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
費
用
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

●
ひ
ょ
う
た
ん
夏
祭
り
補
助
金
　
　
　    

４
０
０
万
円

　
　
花
火
の
数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
慰
霊
花
火
や

色
々
な
お
祝
い
の
花
火
な
ど
、
個
人
か
ら
募
集
し
て
上
げ

る
の
は
ど
う
か
。

　
　
実
行
委
員
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
で
も
い
い
か
ら

増
や
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。
花

火
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
く
。

●
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
下
水
処
理
場
解
体
に
伴
う
測
量
調
査
設
計

　
　
　
　
　  

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　 

５
千
万
円

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
と
も

な
い
不
用
と
な
る
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
下
水
処
理
場
の
解
体
に
係

る
調
査
・
設
計
を
行
う
。

　
　
跡
地
利
用
法
な
ど
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い

な
い
が
今
後
、
検
討
し
て

い
く
。

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
下
水
処
理
場

調
理
室
の
床

防
災
用
品（
例
）
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「調査研究のまとめ」
－ よりよい、まちづくりを模索 －

視察報告

総務常任委員会

北島町はゼロカーボンをめざして
研究テーマ

●【徳島津田バイオマス発電所概要】　建設費約500億円
　年間発電量約５億kWh
　燃料木質ペレット・パーム椰子殻（全て輸入）
　年間燃焼量32万トン
　売電価格24円/ｋｗ（20年間固定）
●現在、生ごみを発酵させて作るペレットは、火力を高めるためにプラスチックを混合して
おり、塩素などのガスを発生させるため焼却炉を傷める可能性がある。特に徳島津田バイ
オマス発電所の燃焼炉は塩素ガス等による腐食対策がされていないために、生ごみから作
られるペレットは使用できないのが現実である。今後生ごみを発酵させ、木質ペレットの
ような固形燃料の研究開発が進み、発電燃料になることを期待したい。

日時　令和７年１月22日
場所　徳島津田バイオマス発電所

　将来ごみ乾燥ペレットを燃料にできないか研究のため
視察する。

視　　察
目　　的

視　　察

内　　容

議会運営委員会

　「防災」と「食育」が融合した施設の先進的な取組・設備・運営実態を把握し、給食セ
ンター建設にあたり応用可能な知見を得る。

防災機能を複合した　　　　　
給食センターについて

研究テーマ

●行橋市は災害時に炊き出しや物資供給が可能な設備
を備える。自家発電や飲料水の備蓄、1時間に1,500
個のおにぎりが製造可能で、地域イベントとも連携。
防災や食育の学習拠点としても活用されている。

●益城町はオール電化給食センターを整備。災害対応・
食育・消防団の拠点機能を備え、備蓄米で3万食の
炊飯が可能。ふるさと納税型クラウドファンディン
グを活用し、PTA主導で1,000万円以上の資金を地

日時　令和７年１月28日・29日
場所　福岡県行橋市、熊本県益城町

視　　察
目　　的

所　　見

域とともに調達した。
●両施設は建設費の40％以上を補助金や寄附、ふるさと納税で賄っており、外部資金の活
用が整備の鍵となっている。本町でも約35億円の事業費が見込まれる中、積極的な資金
確保が極めて重要である。また防災機能と食育機能を兼ね備えた施設整備を目指すべきで
ある。

研究テーマ

「ふるさと納税増額に向けた視察」　
日時　令和７年１月20日
場所　茨城県境町
　　　（株）さかいまちづくり公社

　ふるさと納税額　9年間で6.5万円⇒99億円を達成した茨城県境町。人口・町の税収な
ど本町とほぼ同規模の境町がどのような取り組みで実績を上げたのか。その取り組みを学び、
本町のふるさと納税増額に繋げることを目的とし訪問。

視　   察
目　   的

●町長自らが旗振り役となり、ふるさと納
税業務を実行する地域公社を設立

●行政と公社が連携し互いにサポートする
ことで、ふるさと納税額を上げるための
最善策を生み出している

●公社という専門部隊を持つことで、行政
では賄いきれないきめ細かな業務を遂行

2014年に就任した町長が、財政難からの脱却の糸口として “ふるさと納税制度” に着目。
この制度を活用し、何が何でも収入を増やすという強い信念が生んだ取り組みだと言える。
本町もふるさと納税額を上げる仕組みづくりに積極的に取り組むよう働きかけていく。

考　察

総務常任委員会

令和5年度
境町
北島町

人口
24,785人
23,574人

町の税収
37億円
34億円

面積
46.59ｋｍ
8.74ｋｍ

R5年納税額
99億円
3,000万円

全国順位
11位
1,475位

境町役場
連 携

（株）さかいまちづくり公社設立
ふるさと納税業務を専門的に行う組織

ポータルサイト
の運営システム運営

特産品となる
商品開発返礼品開発

ふるさと納税に
係る申請や発注受発注業務

議 会 ク イ ズ
今回も議会クイズをお楽しみください！
答えがわからなくても大丈夫。この号の中やHPに答えが載っています。
正解者の中から抽選で３名様に電動ハブラシをプレゼントします。

★次の中から、正しいと思う答えの番号をひとつ選んでください。

Q1 北島町議会の定例会
は年間で何回開かれる？

❶ １回　　　❷ ２回
❸ ３回　　　❹ ４回

Q2 令和7年度の北島町一
般会計当初予算額は？

❶ 35億円　　　　　
❷ 109億4000万円
❸ 159億2600万円
❹ 115兆1978億円

Q3 総務常任委員会が、財源確保に向
けた先進的な取り組みを学ぶために視
察した自治体は。

❶ 大阪府泉佐野市　　❷ 宮崎県新富町
❸ 熊本県益城町　　　❹ 茨城県境町

【応募締切】  令和７年７月31日（木）必着 ※商品の発送をもって当選発表に代えさせていただきます。
【応募方法】  クイズの答えと住所・氏名・年齢・電話番号を必ずご記入の上、ご応募ください。
【応 募 先】  はがき 住所 〒771－0285 北島町中村字上地23－１ 北島町議会事務局 宛て
　　　　　  メールアドレス　gikai-kouhou@kitajima.i-tokushima.jp

電子申請URL　https://apply.e-tumo.jp/town-kitajima-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14140

【40号議会クイズの解説と正解】
Q１ 正解　③　３つ  
　　 解説　特別委員会とは特定のことがらを審査・調査するため、必要に応じて設置されます。本町では議
　　　　　会改革推進特別委員会・議会広報編集特別委員会・予算決算特別委員会が設置されています。
Q２ 正解　③　給食センター　解説　より良い施設となるよう議論しています。
Q３ 正解　①　3階　　　　　解説　 傍聴にお越しください。
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「調査研究のまとめ」
－ よりよい、まちづくりを模索 －

視察報告

総務常任委員会

北島町はゼロカーボンをめざして
研究テーマ

●【徳島津田バイオマス発電所概要】　建設費約500億円
　年間発電量約５億kWh
　燃料木質ペレット・パーム椰子殻（全て輸入）
　年間燃焼量32万トン
　売電価格24円/ｋｗ（20年間固定）
●現在、生ごみを発酵させて作るペレットは、火力を高めるためにプラスチックを混合して
おり、塩素などのガスを発生させるため焼却炉を傷める可能性がある。特に徳島津田バイ
オマス発電所の燃焼炉は塩素ガス等による腐食対策がされていないために、生ごみから作
られるペレットは使用できないのが現実である。今後生ごみを発酵させ、木質ペレットの
ような固形燃料の研究開発が進み、発電燃料になることを期待したい。

日時　令和７年１月22日
場所　徳島津田バイオマス発電所

　将来ごみ乾燥ペレットを燃料にできないか研究のため
視察する。

視　　察
目　　的

視　　察

内　　容

議会運営委員会

　「防災」と「食育」が融合した施設の先進的な取組・設備・運営実態を把握し、給食セ
ンター建設にあたり応用可能な知見を得る。

防災機能を複合した　　　　　
給食センターについて

研究テーマ

●行橋市は災害時に炊き出しや物資供給が可能な設備
を備える。自家発電や飲料水の備蓄、1時間に1,500
個のおにぎりが製造可能で、地域イベントとも連携。
防災や食育の学習拠点としても活用されている。

●益城町はオール電化給食センターを整備。災害対応・
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●両施設は建設費の40％以上を補助金や寄附、ふるさと納税で賄っており、外部資金の活
用が整備の鍵となっている。本町でも約35億円の事業費が見込まれる中、積極的な資金
確保が極めて重要である。また防災機能と食育機能を兼ね備えた施設整備を目指すべきで
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研究テーマ

「ふるさと納税増額に向けた視察」　
日時　令和７年１月20日
場所　茨城県境町
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　ふるさと納税額　9年間で6.5万円⇒99億円を達成した茨城県境町。人口・町の税収な
ど本町とほぼ同規模の境町がどのような取り組みで実績を上げたのか。その取り組みを学び、
本町のふるさと納税増額に繋げることを目的とし訪問。

視　   察
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●町長自らが旗振り役となり、ふるさと納
税業務を実行する地域公社を設立

●行政と公社が連携し互いにサポートする
ことで、ふるさと納税額を上げるための
最善策を生み出している

●公社という専門部隊を持つことで、行政
では賄いきれないきめ細かな業務を遂行

2014年に就任した町長が、財政難からの脱却の糸口として “ふるさと納税制度” に着目。
この制度を活用し、何が何でも収入を増やすという強い信念が生んだ取り組みだと言える。
本町もふるさと納税額を上げる仕組みづくりに積極的に取り組むよう働きかけていく。
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特産品となる
商品開発返礼品開発
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今回も議会クイズをお楽しみください！
答えがわからなくても大丈夫。この号の中やHPに答えが載っています。
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【応募締切】  令和７年７月31日（木）必着 ※商品の発送をもって当選発表に代えさせていただきます。
【応募方法】  クイズの答えと住所・氏名・年齢・電話番号を必ずご記入の上、ご応募ください。
【応 募 先】  はがき 住所 〒771－0285 北島町中村字上地23－１ 北島町議会事務局 宛て
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電子申請URL　https://apply.e-tumo.jp/town-kitajima-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14140

【40号議会クイズの解説と正解】
Q１ 正解　③　３つ  
　　 解説　特別委員会とは特定のことがらを審査・調査するため、必要に応じて設置されます。本町では議
　　　　　会改革推進特別委員会・議会広報編集特別委員会・予算決算特別委員会が設置されています。
Q２ 正解　③　給食センター　解説　より良い施設となるよう議論しています。
Q３ 正解　①　3階　　　　　解説　 傍聴にお越しください。
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傍聴席から子どもたちを見守る保護者や先生方

今年も 中 学 生 会 議 が
開催されました！

　令和7年1月23日北島町議会議場にて、北島中学校生徒会1、2年生との中学生会
議が開催され、日ごろ疑問に感じていることを一人ひとりが考え質問に立ちました。
　質問の中には防災、熱中症対策、町道、防犯対策、水道水、町の特産品などについて
様々な質問があり、「町のために自分に何ができるか」を真剣に考えているのがひし
ひしと伝わってきました。

・町内のことに対し、より良い町にしたいと感じられた。
・政治に興味を持つことで町を良くしようという子ども達が増え、今後
　町のために活動してくれるきっかけになると思う。

傍聴された保護者の感想

来年も是非
参加したい

以前より町政に
興味を持った

議員を身近に
感じられた

今回参加いただいた北島中学校生徒会の皆さん

会議後、議員と感想や意見交換を行いました

質問内容を両親
と共に考えられ
てよかった

生徒会としても
もっと北島町に
協力したい
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　議会広報編集特別委員会では、読者の方からの
ご意見・ご感想を募集しております。
　下記の募集要項により手紙、FAX、意見箱（北
島町役場３階・議会事務局前）へお寄せください。

北島町お問合せフォーム
https://www.town.kitajima.lg.jp/inquiry/

募集要項
・氏 名　・住 所　・連絡先
・本文400字以内

議会だより
北島町議会　2025.６.１　No.41
板野郡北島町中村字上地23番地１  TEL 088-698-9811  FAX 088-698-2176  https://www.town.kitajima.lg.jp/gikai/
編集・発行／北島町議会　議会広報編集特別委員会　議会広報モニター　印刷／グランド印刷㈱

表紙写真のご応募
ありがとうございました！

表紙にこそなりませんでしたが、北島町の魅力あふれる写真のご応募ありがとう
ございました。今後もたくさんの写真をお待ちしております。

編
集
後
記

　今
号
も
最
後
ま
で
お
読
み
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　今
議
会
で
は
、
令
和
7
年
度
予

算
案
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
施

策
が
ス
タ
ー
ト
す
る
一
方
で
、
引

き
続
き
検
討
が
必
要
な
課
題
も
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会

の
動
き
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　そ
し
て
、今
号
を
も
ち
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
広
報
委
員
会
は

解
散
し
、
9
月
号
よ
り
新
体
制
へ

と
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
新
た
な
体
制
の
も
と
、

よ
り
充
実
し
た
広
報
を
議
会
と
し

て
も
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員  

天
羽
慶
喜

次号では、テーマ イベント・スポーツの写真を大募集！みなさんの思い出の写真をご応募ください！！
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